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【目的】ス キ ュ
ーバ ダイ ビ ン グ （SD）は障害者に もで きるス ポー

ッ と して、多様 な種類 の しか も比較的重度の 障害者 に も親 しまれ

て い る。SD に は多 くの利 点が ある が リス タ を伴 うもの で もあ り、
古 くか ら潜水 医 学 の 領 域で研 究 され て は きた が、疾患や 障 害 を も

つ 場合の 身体 へ の 影響 に 関する研 究は少 ない 。今回 は予備的 な検

討 と して、SD 時 の 心拍 数 を 日常生 活時 の そ れ と比 較す る こ とに

よ り、SD 時 の 心 拍 数 変 化 の特 徴 を探 る こ と を 目的 に測 定 を行 っ

た。
1方法】被 験者 はSD経験 を持つ 障害者 5 名 （年齢 35〜60歳、男

性 3名 女 性 2 名、脊 髄 損 傷 2名、脳 性 麻痺、脳 挫 傷、RA 各 1名、
SD 歴 4 年〜15年〉 と健 常者 3名 （男性 イ ン ス トラ ク タ

ー1名、
女性 参加 者 2名） で ある。測定機器 は POLAR 杜製 ス ポーツ 心拍

計 s810i、測 定 時 間 は SD を含む約 24時 間、測 定 聞 隔 は 15秒 毎に

設定 し た。特 に 生 活 の 制 限 はせ ず普 通 に過 ご し て もら っ た。SD
は40分間程度が 2 本、深達度 は平均 12m、最深 20m 程 度で あ っ

た。10月の 沖縄本島で、気温 30℃、水温28℃で あっ た。
【結果1 記録で きた 11本の デ ータか ら以 下 の こ とが わ か っ た。
　 ・SD 時 と日 常生 活時の 心 拍数変動 に 明 らか な差異 は なか っ た

　　 SD 中は心 拍数 は減少傾 向に なる
・
入水 時 と SD 中の 心拍数 に

　　 は有意差 あ り

　 ・出 水時 とSD 中 の 心 拍 数 には 有意 差 な し ・障 害者 と健常者の

　　 問 に SD時 の 心拍数変動 に明 らかな差異 は ない

　　 脊損者の 反応に は違 っ た もの があ る か もしれ ない

　 　 SD 中 の 最 高 心 拍 数 よ り も 日常生 活 時 の 最 高 心 拍 数 の 方 が 高

　 　 か っ た

　　 SD中 の 最低心拍数 がそ の 日の 最低 心拍数で あ っ た もの が 2

　　 ケ
ース あ っ た

　 　 心 拍 数 の 結 果 か らは、徐 脈 が リス ク とな る 可能 性 が 示 唆 され

　 　 た

【結論】今 回の デ
ータからは SDが特 に障害者の リス ク となる こ と

を示 す 変 化 は 認 め られ な か っ た が、徐脈 が 問 題 と な る場 合 は注 意

が 必要か も しれ ない 。

凝集法 を用 い て それ ぞれ測定 した。
【結果】運動 に より、レ プチ ン 、TN 艮 α お よび高感度CRP 濃度は、
そ れ ぞ れ有 意 に低 下 した （pくO．Ol）。
【考察 】12 ヶ 月の 中等度

一
般的運動 に よ っ て 、肥満女子 学生の レ

プチ ン 、TNF−a お よび高感度 CRPが減 少す る こ とが 明 らか とな

っ た。レプ チ ン お よ び TNF −
a は、運 動 に よ る代 謝状態 の 改善 に

関与す る こ とが指摘 され て い る。今 回、高感度 CRP に おい て も、
運動に よ る代謝状態の 改善に 関与する こ との 可能性が 考 えられ 興

味深い 。高感度CRP は、レ プチ ン お よ び TNF −
a と併 せ て 運動の

処方な らび に 効果 の 指標 と して 有用 で ある 可能性 が示峻 さ れ た。

脊 髄損傷 者の 運動時体温調節能 に 及 ぼ す飲 水お よ び 冷却ジ ャ ケ ッ

ト着用の 影響

○山崎 昌廣、金 奎兌、菅 智 美、長谷川 博

（広 島大 学大学院生物圏 科学研 究科）

　 本研 究の 目的は、暑熱環境下 で の 運動 中水 分摂 取お よび冷却 ジ

ャ ケ ッ ト着用 が 脊髄 損傷 者 の 体温 調 節 反 応 に お よぼ す 影 響 を明 ら

か に する こ と で あ っ た。被 験者 は 脊 髄損 傷者男 子 6名 で （Ll〜
Th6）で あ り、気温約 33℃ （相対 湿度約80％）の 部屋で 20ワ ッ トの

負 荷 で 腕 回転 運 動 を30分 間行 っ た。実験 は 飲 水 な し （ND ）、飲 水

（D）お よ び飲水 と冷却ジ ャ ケ ッ ト着用 （DJ＞の 3 条件であ っ た v 飲 水

量 は ND 実験 に お け る発 汗量 と 同量 で あ り、運動 開始 直前 に 半分

を飲み、運動 15分経過後 に残 りの 半分 を飲水 した。運動 中、鼓膜

温、皮膚温、局所 発 汗量 お よ び心 拍 数 を経 時 的 に 記録 した。また、
実験の 前後 に全裸体重 を測定 し、その 差 を全 身発 汗量 と した。ど

の 条件 1こお い て も鼓膜 温は上 昇 したが、DJ条件で の 上昇が最 も小

さ く、運動 終丁 時 に は ND と DJ条件 間 で 有 意差 が 認 め られ た

（P＜0．05）。上 腕 部お よ び大腿 部の 皮膚 温 もDJ 条件 が低 く、上腕 部

で は ND と DJ条件 間に有 意差 が 認め られ た （P＜0．05）。全発汗量は

DJ 条件 （190g）の 方が ND お よび D 条件 （300g）よ F，有意 に低い 値で

あ っ た （Pく 0．05）。本結果 か ら、飲水 に加 え冷却 ジ ャ ケ ッ トを着 用

する と身体の 許容蓄熱量 に余裕が で き、運動 中の 体 温上 昇が抑 制

され る こ とが 明らか と な っ た。さらに 、全発汗量 は DJ 条件で 有意

に 低 い 値 で あ っ た に もか か わ らず、鼓膜温 の上 昇 は 抑 え られ た。
こ の こ とは DJ条件で は発 汗効率が 高か っ た こ と を示唆す る もの で

ある。

若年肥 満女 性に お け る運 動 療法 に よる 高感 度 CRP 濃度の 影響

近藤 　照 彦 （群馬パ ース 学 園短期大学）

トレ ッ ドミル ランニ ン グテス トからみた視覚 障害 ランナー
の マ ラ

ソ ン タイム

【目 的 】脂肪 細 胞 か ら分泌 さ れ る レ プ チ ン は、エ ネ ル ギー消 費、
糖代 謝お よ び脂 質代 謝の 調節 をつ か さど る 。TNF −

a は、イ ン ス

リ ン 抵抗性 に 関連 し、そ の 遺伝子 発現 は、空腹時イ ン ス リ ン 値 と

相 関 す る こ とが 知 られ て い る。高 感 度 CRP は、心 血 管 系疾 患 の 予

測 因子 と して 最 近注 目を集 め、肥 満者 にお い て は、動脈硬化の 進

行 も危惧 されて い る。肥満 の 病態 に おい て は、こ れ らがそれぞれ

重要 な役割を演 じて い る可 能性 が 示 唆 され て い るが、運 動の 影響

につ い て 検討 した報告 は少 な い 。本研究 で は、肥 満女子学生 を対

象 と して、中等度 の
一

般的運 動が レ プチ ン 、TNF 一
α お よび高感

度 CRP に及 ぼす 影響 につ い て検討 した。
【方 法 1 対象 は、健 康 な 女子学生 122名 （平均 年齢 ユ9歳）で あ り、
BMI25．Okg／m2 以上 の 肥満女子学生 8名が本運動 プロ グラ ム に参加

し た。運 動 は、60％
〜70％ HR −

reserve の 強度 で、1日30分 間、
週 2ma−−3回 の 頻度 で 12ヶ 月施行 した。運 動 中は、各 自携帯用 の

腕 時計 型 の 脈 拍 セ ン サ
ー

を用 い 、脈 拍数、運 動強度、歩数お よび

消費 カ ロ リー等 を経過観察 した。運動実施前後 の レ プチ ン お よび

TNF −
a は 、　 ELISA 法 を用 い て、高感度 CRP 濃度 は、ラ テ ッ ク ス

○福 嶋　利 浩 （大 阪体 育 大 学大学 院 ス ポーツ 科学研究科）

　松生 　香里 （東北大学大学院医学系研究科）、
　湯川 　静信 （大阪国 際大学）

　豊 岡　示 朗 （大 阪体 育 大 学 大学 院 ス ボ
ー

ッ 科学研究科）

　矢部京之助 （大阪体 育大学大学 院ス ポ
ー

ツ科学研究科）

　先行 研 究 で は マ ラ ソ ン タ イ ム と関 連 の 深 い 生 理 的指標 と して 、
トレ ッ ド ミル の ラ ン ニ ン グ テ ス トに よ り得 ら れ た 最大酸 素摂取

量、乳酸性 閾値の ラ ン ニ ン グペ ース （LT ペ ース ）な どが 報告 さ

れ て い る。しか しな が ら、視覚障害者 につ い て 、こ れ らの 生 理学

的指 標 とマ ラ ソ ン タ イム の 関係 につ い て の 報告 はみ られ な い 。
　視覚 障害者は 晴眼者 とロ ー一プを握 り合 っ て走 る こ とで マ ラ ソ ン

に参加 し、コ
ース の 誘導、ペ ース 配 分、給水な どを伴走者 に 委ね

て い る。そ の た め、レ
ー

ス 中、健常者 と は異 な る 生 理 的反応が見

られ る と思 われ る 。

　本研究 は、トレ ッ ドミ ル ラ ン ニ ン グテ ス トを用 い て、視覚障害
者 の LT ペ ース とマ ラ ソ ン タ イム の 関係 を検 討 した。
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